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食品中の 
放射性物質対策 平成24年4月からの基準値 

 
○ 暫定規制値に適合している食品は、健康への影響はないと一般的 
  に評価され、安全は確保されていたが、 
  より一層、食品の安全と安心を確保する観点から、暫定規制値で 
  許容していた年間線量5ミリシーベルトから年間1ミリシーベルトに 
  基づく基準値に引き下げた。 

○放射性セシウムの暫定規制値※１ 

食品群 規制値 

飲料水 200 

（単位：ベクレル/kg） 

牛乳・乳製品 200 
野菜類 

500 穀類 

肉･卵･魚･その他 

○放射性セシウムの現行基準値※２ 

食品群 基準値 

飲料水 10 
牛乳 50 

一般食品 100 

乳児用食品 50 
※２ 放射性ストロンチウム、プルトニウム等を含めて基準値を設定 

※１ 放射性ストロンチウムを含めて規制値を設定 

厚生労働省「食品中の放射性物質の対策と現状について（概要）」より作成 

2012（平成 24）年 3月までの「暫定規制値」に適合している食品においても、健康への影響という面で
は安全はじゅうぶんに確保されていました。しかし、より一層食品の安全、安心を確保する観点から見直し
がなされて、2012（平成 24）年 4月 1日より現行の「基準値」が設定されました。
まず、暫定規制値の設定では、上限濃度に放射性物質を含む食物を 1年間食べ続けたとした場合でも、そ

こから受ける追加の線量が年間 5ミリシーベルトを超えないということが根拠になっていました。
現行の基準値を設定するに当たって、上限濃度に放射性物質を含む食物を１年間食べ続けたとした場合で

も、そこから受ける追加の線量が年間 1ミリシーベルトを超えないという考え方が根拠にありました。その
結果、暫定規制値では 5項目に分類されていた食品が現行の基準値では 4項目に再分類されました。最も摂
取頻度の高い「飲料水」については 10ベクレル /kg が設定されました。また、乳幼児による摂取量が多い「牛
乳」については 50ベクレル /kg に下げられ、同時に、乳児の安全性確保の面から「乳児用食品」という新た
な項目が設定され、牛乳と同じレベルの 50ベクレル /kg とされました。それ以外の「一般食品」全てについ
ては 100 ベクレル /kg という値が設定されました。一般食品として全部を一括りにした背景には、個人の食
習慣の違いからくる追加線量の差を最小限にするという考えがありました。どんな食品を食べても、それら
が基準値内であれば安全は確保できるという値として設定されました。国民にとってもわかりやすい規制に
なると同時に、国際的な考え方とも整合が取られています。

本資料への収録日：2013 年 3月 31日

関連Q&A
・4章QA1	 食べものの安全はどのように確保されているのですか
・4章QA5	 暫定規制値を厳しくしたということですが、これまでの暫定規制値の安全性についてはどの

ように考えているのでしょうか
・4章QA23	 食品や飲料水に含まれる放射性物質に関する規制は、どのようなものですか
・4章QA24	 食品中の放射性物質の基準値は、どのように決められたのですか
・4章QA75	 平成24年3月15日付の食安発0315第4号で示した「食品中の放射性セシウム検査検査法」

により測定した場合の、検査の検出限界値を食品区分ごとに示してください

環境省「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（平成26年度版）」　第4章　食品中の放射性物質
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食品中の 
放射性物質対策 食品区分について【参考】 

食品 
区分 設定理由 含まれる食品の範囲 

飲料水 
①すべての人が摂取し代替がきかず、摂取量が大きい 
②WHOが飲料水中の放射性物質の指標値 
（10ベクレル/kg）を提示 

③水道水中の放射性物質は厳格な管理が可能 

○直接飲用する水、調理に使用する水及び水との 
 代替関係が強い飲用茶 

乳児用 
食品 

○食品安全委員会が、「小児の期間については、 
 感受性が成人より高い可能性」を指摘 

○健康増進法（平成14年法律第103号）第26条第1項の
規定に基づく特別用途表示食品のうち「乳児用」に 

 適する旨の表示許可を受けたもの 
○乳児の飲食に供することを目的として販売するもの  

牛乳 
①子どもの摂取量が特に多い 
②食品安全委員会が、「小児の期間については、 
   感受性が成人より高い可能性」を指摘 

○乳及び乳製品の成分規格等に関する省令（昭和26
年厚生省令第52号）の乳（牛乳、低脂肪乳、加工
乳など） 及び乳飲料 

一般 
食品 

以下の理由により、「一般食品」として一括して区分 
①個人の食習慣の違い（摂取する食品の偏り）の影響
を最小限にすることが可能 

②国民にとって、わかりやすい規制 
③コーデックス委員会などの国際的な考え方と整合 

○上記以外の食品 

 ● 基本的な考え方 
  特別な配慮が必要と考えられる「飲料水」、「乳児用食品」、「牛乳」 は 
 区分を設け、それ以外の食品を「一般食品」とし、全体で４区分とする。 

厚生労働省「食品中の放射性物質の対策と現状について（概要）」より作成 

4 つに分けられた食品区分における基準値を設定する上での理由が明確に示されています。
1つの独立した区分の「飲料水」については、①すべての人が摂取し代替がきかず、摂取量が大きい、②世界保健機関

（WHO）が飲料水中の放射性物質の指標値（10ベクレル /kg）を提示、③水道水中の放射性物質は厳格な管理が可能、といっ
た理由が挙げられます。
「牛乳」では、①子どもの摂取量が特に多い、②食品安全委員会が、「小児の期間については、感受性が成人より高い可能性」
があるとの指摘から 50ベクレル /kg になりました。
「乳幼児食品」の区分では、食品安全委員会が、「小児の期間については、感受性が成人より高い可能性」あるという指
摘から牛乳と同じ設定値（50ベクレル /kg）になりました。
「一般食品」の設定（100 ベクレル /kg）には、①個人の食習慣の違い（摂取する食品の偏り）の影響を最小限にするこ
とが可能、②国民にとって、わかりやすい規制、③コーデックス委員会（消費者の健康の保護、食品の公正な貿易の確保な
どを目的として設置された政府間機関で、国際食品規格の策定などを行っている）などの国際的な考え方と整合する、といっ
た理由が挙げられています。

本資料への収録日：2013 年 3月 31日

関連Q&A
・4章QA4	 介入線量レベルを年間 1ミリシーベルトに設定した理由を教えてください
・4章QA5	 暫定規制値を厳しくしたということですが、これまでの暫定規制値の安全性についてはどのように考えて

いるのでしょうか
・4章QA6	 食品安全委員会の食品健康影響評価で、「生涯における追加の累積の実効線量でおおよそ 100 ミリシーベ

ルト以上で放射線による健康影響」とされていることとの関係は、どのようになっているのでしょうか
・4章QA12	 なぜ、食品区分を 4区分としたのでしょうか
・4章QA13	 飲料水の基準値を 10ベクレル /kg とした根拠を教えてください
・4章QA14	 一般食品の基準値を 100 ベクレル /kg とした根拠を教えてください
・4章QA15	 牛乳及び乳児用食品の基準値を 50ベクレル /kg とした根拠を教えてください
・4章QA18	 一般食品を使って離乳食を手作りした場合、その材料は 100 ベクレル /kg が基準値となりますが、手作

りの離乳食よりも市販のベビーフードの方が安全ということでしょうか
・4章QA24	 食品中の放射性物質の基準値は、どのように決められたのですか
・4章QA50	 食品工場における製造用水は、飲料水の基準値が適用されますか
・4章QA51	 アイスクリームに使用する原料水は、飲料水のように大量に摂取されるものではありませんが、飲料水の

基準値が適用されますか
・4章QA85	 水道水の安全性は、どうなっていますか

環境省「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（平成26年度版）」　第4章　食品中の放射性物質




